
  
垂
水
市
内
初
の
試
み

  
サ
テ
ラ
イ
ト

  

ク
リ
ニ
ッ
ク
と
は
？

　
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
そ
の
名
が
示
す

と
お
り
、「
サ
テ
ラ
イ
ト
型
」
の
医
療
機

関
で
す
。「
サ
テ
ラ
イ
ト
型
」
と
は
、
母

体
病
院
か
ら
離
れ
た
場
所
で
外
来
診
療

を
行
う
も
の
で
あ
り
、
今
回
の
場
合
は
、

「
母
体
病
院
＝
今
村
総
合
病
院
」と
な
り
、

同
病
院
の
「
産
科
・
婦
人
科
」
の
専
門

医
等
が
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
来
て
診
察
に

あ
た
り
ま
す
。

  

す
べ
て
の
女
性
の

  

笑
顔
と
健
康
を

  

支
え
る

　
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
分
娩
施
設
で
は

な
い
た
め
、
産
科
に
つ
い
て
は
、「
妊
娠

の
診
断
」か
ら「
34
週
ま
で
の
妊
婦
健
診
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
妊
婦
健
診
は
、
分
娩

予
定
の
医
療
機
関
で
行
う
こ
と
が
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
妊
婦
さ
ん
の
体
調
や

予
定
に
併
せ
て
、
地
元
で
健
診
を
受
け

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
婦
人
科
に
つ
い
て
は
、
思
春

期
か
ら
老
年
期
ま
で
の
す
べ
て
の
女

性
を
対
象
に
、
生
理
痛
、
貧
血
、
不

正
出
血
、帯
下
の
相
談
、更
年
期
外
来
、

女
性
の
心
身
の
不
調
に
対
す
る
漢
方

治
療
の
ほ
か
、
車
イ
ス
や
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
の
方
も
診
察
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
市
民
館

等
で
行
っ
て
い
る
本
市
の
「
子
宮
頸

が
ん
検
診
」
を
、
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

  

「
地
元
で
診
察
で
き
る
」

  

と
い
う
選
択
肢

　
ど
こ
の
病
院
で
受
診
す
る
か
は
、

も
ち
ろ
ん
個
人
の
自
由
で
す
が
、
今

回
の
取
組
を
通
じ
て
、「
地
元
で
診
察

を
受
け
ら
れ
る
」
と
い
う
選
択
肢
を

新
た
に
提
供
で
き
る
こ
と
は
、
女
性

の
皆
様
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

医
療
体
制
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

貴島　佳子
日本産婦人科学会専門医
今村総合病院産科・婦人科　部長
慈愛会垂水サテライトクリニック院長

毎日忙しい女性の皆さん、子宮頸がん検診受
けていますか？婦人科系の気になる症状を忙
しいから、恥ずかしいからと、後回しにして
はいませんか？産婦人科には、子宮頸がん・
卵巣腫瘍・クラミジア感染症など、症状の無
い、もしくは軽いうちに発見し、早期治療や
定期的な検査で進行を防げる病気がたくさん
あります。生理痛などは、良く効く薬が開発
され我慢しない時代になってきています。自
分の健康と人生を守るのは、あなたの行動で
す。ぜひ本クリニックをご活用ください。

ク リ ニ ッ ク 院 長 今 村 総 合 病 院 の 産 科 ・ 婦 人 科 の 専 門 医 等 が
慈 愛 会 垂 水 サ テ ラ イ ト ク リ ニ ッ ク に 来 て

診 察 に あ た り ま す 。

今村総合病院の
産科・婦人科の
医師のご紹介
①貴島医師
②兒島医師
③飯尾医師
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市民ニーズ調査結果

民営医療機関の開設を選んだ理由

１
経営の専門性

2
迅速な事業実現

3
産科医確保が困難

産婦人科医療体制確保事業の実施にあたっては、令和 5 年 6 月から 7 月にかけて、垂
水市内在住の女性を対象に「市民ニーズ調査」を実施しました。詳細な結果は、垂水市
WEB サイトにも掲載しています。

市民ニーズ調査の結果、「垂水市内に産科・婦人科の医療機関が開院されたら受診したいと思いま
すか」の問いに対し、「はい」が 1,031 名・66％、「いいえ」が 103 名・7％「どちらともいえな
い・わからない」が 433 名・28％でした。「いいえ・どちらともいえない・わからない」の理由は、
「受診予定がない」が最も多く、次いで「情報不足（どのような医療機関ができるか分からないた
め判断できない）」でした。その他、開院を期待するご意見もあり、総じて、本市内における「産
婦人科医療機関の開設」については、市民ニーズは高いことが分かりました。

「民営医療機関」におけ
る経営の専門性やノウハ
ウを最大限に活かすこと
で、医療体制の安定確保
に向けた課題の一つであ
る「収支の黒字化」を図
るため、「民営医療機関」
での開設を選択しました。

全国的に産科医確保が難
しいと言われている中、
垂水市内に「産婦人科医
療機関」を開設できる機
会は、非常に稀なケース
であるため、本市として
は、この機会をしっかり
と形にし、市民ニーズに
応えるため、「民営医療
機関」での開設を選択し
ました。

「公立医療機関」と「民営医療機関」
では、開設までのプロセスが異な
るため、開設実現までの時間と費
用が大きく異なります。特に「公
立医療機関」の場合は、設計委託
や工事委託、指定管理に関する仕
様や指定管理者の選定、各種条例
等の策定等、複数年度の準備期間
等が必要となるため、より迅速な
事業実現のため、「民営医療機関」
での開設を選択しました。

◆目　的　　産婦人科の利用状況と必要性の把握
◆対象者　　垂水市在住の 20歳～ 80 歳代の女性／ 5,478 人
◆期　間　　令和 5年 6月 8日～ 7月 7日
◆回答数　　1,619 人
◆回答率　　29.6％

市民ニーズ調査結果 ▼

Q1 ／垂水市内に産科・婦人科
の医療機関が開院されたら、
受診したいと思いますか。

どちらとも言えない
わからない

28%
はい
66%いいえ 7%

産婦人科医療機関の開設には、「公立医療機関」と「民営医療機関」の 2 つの方法があり
ますが、産婦人科医療体制確保事業では、次の 3 つの理由から「民営＝慈愛会による医
療機関」での開設を選択いたしました。
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